
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

嘱
託
指
導
員
募
集

木
造
戸
建
て
住
宅
の

耐
震
化
補
助
金
制
度
に
つ
い
て

１０
月
１
日
か
ら
障
害
者（
児
）の

た
め
の
障
害
者
虐
待
防
止
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

地
球
温
暖
化
防
止
『
第
２
次
桶
川

市
環
境
に
や
さ
し
い
庁
内
率
先
実

行
計
画
』
平
成
２３
年
度
実
施
状
況

を
公
表
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

１１
月
か
ら
保
険
証
が

更
新
さ
れ
ま
す
！

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
１２
月
１
日
か
ら

勤
務
で
き
る
嘱
託
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

選
考
日
時
▼
１０
月
２２
日
�
午
前
９
時
か

ら
選
考
場
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

選
考
方
法
▼
作
文
お
よ
び
面
接

募
集
人
員
▼
１
人
（
予
定
）

申
込
資
格
▼
昭
和
２８
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
保
育
士
、
教
諭
資
格
、

社
会
教
育
主
事
、
社
会
福
祉
主
事
、
児
童

厚
生
員
、
母
子
指
導
員
の
い
ず
れ
か
の
資

格
を
有
す
る
人
ま
た
は
、
採
用
時
資
格
取

得
見
込
み
の
人

受
付
期
間
▼
１０
月
１
日
�
〜
１２
日
�
午

前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

※
募
集
案
内
は
保
育
課
で
配
布
し
ま
す
。

申
込
書
類
▼
履
歴
書
お
よ
び
資
格
証
の

写
し（
資
格
取
得
見
込
み
の
場
合
は
、見
込

証
明
書
な
ど
の
原
本
）
を
保
育
課
へ
持
参

※
履
歴
書
は
市
販
の
も
の
で
可
。
職
歴
を

詳
し
く
記
入
し
、
上
半
身
脱
帽
正
面
向
き

で
最
近
３
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を

貼
付
。

※
採
用
後
の
勤
務
条
件
な
ど
に
つ
い
て
は
、

募
集
案
内
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
�
保
育
課
（
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）

市
で
は
、
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
改
修
費
用
に
応
じ
て

補
助
し
て
い
ま
す
。
耐
震
改
修
と
合
わ
せ

て
行
う
リ
フ
ォ
ー
ム
お
よ
び
建
替
え
に
つ

い
て
も
補
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

国
の
補
助
制
度
の
改
正
に
伴
い
、
市
も

９
月
よ
り
補
助
制
度
の
改
正
（
一
部
補
助

金
額
の
変
更
）
を
し
ま
し
た
。
詳
細
に
つ

い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
補
助
を
受
け
ら
れ
る
木
造
戸
建
て
住
宅

に
は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、事
前

に
建
築
課
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
建
築
課

障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護

者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
（
以

下
、
障
害
者
虐
待
防
止
法
）
は
、
障
害
者

に
対
す
る
虐
待
に
よ
っ
て
障
害
者
の
尊
厳

や
権
利
が
害
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
法
律
で
す
。

障
害
者
の
自
立
や
社
会
参
加
は
、
虐
待
を

防
止
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と

考
え
、
市
で
は
桶
川
市
障
害
者
虐
待
防
止

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
対
応
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

【
虐
待
の
例
】

�
身
体
的
虐
待

身
体
へ
の
暴
行
・
拘
束

�
心
理
的
虐
待

著
し
い
暴
言
や
拒
絶

�
性
的
虐
待

わ
い
せ
つ
行
為
の
強
要

�
放
棄
・
放
任
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

養
護
を
著
し
く
怠
り
、
心
身
を
衰
弱
さ

せ
る
こ
と

�
経
済
的
虐
待

財
産
の
不
当
処
分
、
ま
た
は
財
産
を
不

当
に
得
る
こ
と

【
障
害
者
虐
待
防
止
法
の
対
象
者
と
定
義
】

�
対
象
と
な
る
障
害
者

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害（
発

達
障
害
を
含
む
）
の
あ
る
人
。

そ
の
ほ
か
に
心
身
の
障
害
や
社
会
的
な

障
壁
に
よ
っ
て
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活

が
困
難
で
援
助
が
必
要
な
人
が
対
象
と
な

り
ま
す
（
１８
歳
未
満
の
人
も
対
象
と
な
り

ま
す
）。

�
障
害
者
虐
待
の
定
義

�
養
護
者
に
よ
る
障
害
者
虐
待

�
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
な
ど
に
よ
る

障
害
者
虐
待

�
雇
用
関
係
に
あ
る
事
業
主
な
ど
か
ら
の

使
用
者
に
よ
る
障
害
者
虐
待

【
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
の
設
置
】

市
で
は
、
障
害
者
の
虐
待
に
か
か
わ

る
通
報
や
届
け
出
、
支
援
な
ど
の
相
談

な
ど
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
障
害
者
虐

待
防
止
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

開
所
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
緊
急
の
場
合
は
必
要
に
応
じ
て
対
応

し
ま
す
。

設
置
場
所
▼

�
市
役
所
障
害
福
祉
課

�
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
わ
お
ん

（
坂
田
７７７
�
７２９
�
１
１
９
５
）

�
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
杜
の

家
（
上
尾
市
緑
丘
２
�
２
�
２７
上
尾
医

療
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ
�
７７７
�
２
１
８
８
）

問
合
せ
�
障
害
福
祉
課

市
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
平
成
１５
年
度
か
ら
１９
年

度
を
計
画
期
間
と
し
た
「
桶
川
市
環
境
に

や
さ
し
い
庁
内
率
先
実
行
計
画
」を
策
定
・

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
２０
年
度
よ
り
当
初
の
計
画
を
改
定

し
た
「
第
２
次
桶
川
市
環
境
に
や
さ
し
い

庁
内
率
先
実
行
計
画
」
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
計
画
は
平
成
１８
年
度
を
基
準
年

度
と
し
、
平
成
２０
年
度
か
ら
平
成
２４
年
度

ま
で
の
５
ヵ
年
で
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
総
排
出
量
を
３
％
削
減
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
や
ウ
ォ
ー
ム
・
ビ

ズ
の
実
施
、
昼
休
み
や
退
庁
時
の
消
灯
の

徹
底
、
エ
ア
コ
ン
の
使
用
制
限
な
ど
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
２３
年
度

は
計
画
の
途
中
年
度
で
す
が
、
実
施
状
況

を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

前
年
度
と
比
較
し
て
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
が
９
・
１
％
の
削
減
と
な
り
、
基
準

年
度
比
で
は
１０
・
３
％
の
削
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
目
標
の
３
％
削
減
を
大

き
く
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
市
が
行
政
運
営
す
る
際
に
、
様
々

な
形
で
環
境
に
負
荷
を
与
え
て
い
る
こ
と

を
認
識
し
、「
地
球
に
や
さ
し
い
エ
コ
オ

フ
ィ
ス
桶
川
市
」
づ
く
り
を
目
指
し
、
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

詳
し
く
は
�
環
境
課

１１
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
（
カ
ー
ド
型
の
保
険
証
）
が
更
新
さ

れ
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
は
１０
月
上
旬
に

簡
易
書
留
に
て
郵
送
し
ま
す
。

※
郵
便
局
の
不
在
通
知
が
あ
り
ま
し
た

ら
、必
ず
郵
便
局
で
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

《
今
回
か
ら
保
険
証
の
裏
面
に
臓
器
提
供

に
関
す
る
意
思
表
示
欄
が
新
た
に
追
加
さ

れ
ま
し
た
》

意
思
表
示
欄
の
記
入
は
任
意
で
す
。
個

人
情
報
保
護
シ
ー
ル
を
同
封
し
ま
す
の
で

貼
っ
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
シ

ー
ル
に
は
注
意
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
意
思
表
示
欄
に
記
入
し
な
い
場

合
で
も
、
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。
※
詳
し
く
は
、
同
封
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
短
期
被
保
険
者
証（
短
期
証
）の
交
付
に

つ
い
て
】

国
民
健
康
保
険
税
は
、病
気
や
け
が
の
と

き
に
か
か
る
医
療
費
の
大
切
な
財
源
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
を
長
い
間
滞
納
し
て

い
る
場
合
は
、
通
常
の
保
険
証
に
代
え
て

短
期
被
保
険
者
証
（
短
期
証
）
を
交
付
し
、

納
税
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

※
短
期
証
と
は
、
有
効
期
限
が
短
い
保
険

証
の
こ
と
で
、
医
療
を
受
け
た
場
合
の
自

己
負
担
割
合
は
、
保
険
証
と
変
わ
り
ま
せ

ん
。な

お
、
対
象
に
な
る
方
に
は
事
前
に
案

内
を
送
付
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
保
険
年
金
課

桶川市携帯版公式サイト
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

平成２３年度年間実施状況

増減率
H１８年度比

▲１４．７％

３．９％

▲３３．８％

▲５．８％

▲１１．８％

▲２２．１％

▲１０．４％

▲１１．４％

▲１０．３％

増減率
H２２年度比

▲０．１％

１１．８％

▲１．２％

１０．６％

１．３％

▲３８．９％

▲１１．０％

▲１．６％

０．２％

▲０．７％

０％

▲９．１％

実績
（平成２３年度）

年間
温室効果ガス
排出量

８３，１９７�

１５７，０６１�

４６，４１４�

８２，１１３�

１８８，８１２�

６８，６１５�

３，１２１，９６８�

６５，２３８�

３９９�

２６８，３４０�

１，５０２�

４，０８３，６５８�

前年度
（平成２２年度）

年間
温室効果ガス
排出量

８３，２８５�

１４０，５４６�

４６，９６４�

７４，２５４�

１８６，３７９�

１１２，２４０�

３，５０８，４５１�

６６，３２５�

３９８�

２７０，２７３�

１，５０２�

４，４９０，６１７�

ガソリン

灯 油

軽 油

A 重 油

LP ガ ス

都市ガス

電 気

水 道

メ タ ン

一 酸 化
二 窒 素

H F C

合 計

平成２４年度危険物取扱者試験（第６・７回）
消防法で定められる数量以上の危険物（ガソリン・灯油・重油など）を貯蔵し、

または取り扱う人は、危険物取扱者免状が必要です。（電子申請もできます。）

願書配布・問合せ（土、日、祝日を除く８時３０分～１７時１５分）
埼玉県央広域消防本部予防課 �０４８－５９７－２００４
桶川消防署消防課 �７７３－１１９０

受験願書提出先 �消防試験研究センター 埼玉県支部 試験係

願書受付期間（消印有効）

１１月５日�～１４日�

試験会場

芝浦工業大学（�いたま市）

東京国際大学（川越市）

種類

全種類

全種類

試験日

１２月９日�

１２月１６日�

２０１２．１０ 44２０１２．１０55



市 長 の 想 い市 長 の 想 い
２
０
１
２
年
東
日
本
実
業
団
対
抗

駅
伝
競
走
大
会
に
伴
う

交
通
規
制
に
つ
い
て

桶
川
市
教
育
委
員
会

第
１０
回
定
例
会

歴
史
民
俗
資
料
館

臨
時
休
館
日
の
お
知
ら
せ

城
山
公
園
プ
ー
ル
の
廃
止
に
伴
う

第
３
駐
車
場
の
利
用
制
限
に

つ
い
て

第3
駐車場

第3
駐車場

６５
歳
以
上
の
納
税
者
の
皆
様
へ

〜
市
・
県
民
税
に
お
け
る
公
的
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
の
ご
案
内
〜

皆
様
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
桶
川
市
み
ど
り
の
基
金
」
に

寄
附
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
方
々

駅
伝
大
会
開
催
に
よ
る
交
通
規
制
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
交
通
規
制
・
迂
回
に
つ
い
て
は
、

現
場
の
警
察
官
や
交
通
指
導
員
な
ど
の
指

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

と
き
▼
１１
月
３
日
�
・
�
男
子
・
午
前

８
時
県
庁
、
女
子
・
午
前
８
時
２５
分
さ
い

た
ま
新
都
心
駅
出
発

選
手
通
過
予
定
時
間
▼
午
前
８
時
５０
分

〜
９
時
２０
分
（
男
子
・
女
子
）

と
こ
ろ
▼
中
山
道

※
応
援
を
す
る
方
は
、
徒
歩
・
自
転
車
な

ど
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
埼
玉
陸
上
競
技
協
会

�
７７１
�
４
２
４
８

と
き
▼
１０
月
２２
日
�
午
後
２
時

と
こ
ろ
▼
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
講
習
室

教
育
委
員
会
定
例
会
を
傍
聴
ご
希
望
の

方
は
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
会
場

の
都
合
で
人
数
を
制
限
す
る
場
合
は
、
ご

了
承
願
い
ま
す
。
ま
た
、
次
回
の
教
育
委

員
会
は
、
１１
月
２０
日
�
を
予
定
し
て
い
ま

す
。詳

し
く
は
�
教
育
総
務
課

歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
１０
月
２０
日
�
〜

２６
日
�
の
間
、
展
示
準
備
の
た
め
臨
時
に

休
館
し
ま
す
。
開
館
は
、
１０
月
２７
日
�
の

午
前
９
時
か
ら
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
�
歴
史
民
俗
資
料
館

�
７８６
�
４
０
３
０

城
山
公
園
プ
ー
ル
の
解
体
工
事
に
伴
い
、

城
山
公
園
の
第
３
駐
車
場
の
一
部
を
工
事

車
両
の
進
入
路
と
し
て
利
用
し
ま
す
。
東

側
よ
り
来
園
の
際
は
、
第
４
お
よ
び
第
５

駐
車
場
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、
現
地
の

交
通
誘
導
員
の
指
示
に
従
っ
て
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

期
間
▼
１０
月
上
旬
〜
平
成
２５
年
３
月

問
合
せ
�
都
市
計
画
課
ま
た
は
公
園
管

理
事
務
所
�
７８６
�
５
８
８
１

山上憶良が秋の野原に咲き乱れた花を指を折って数え、「萩
の花 尾花 葛花 瞿麦（なでしこ）の花 姫部志（をみな
へし）また藤袴 朝貌の花」と和歌に詠んだことから、それ
ら七種の花が秋の七草の由来となったと言われています。
食べて楽しむ春の七草に対して眺めて楽しむのが秋の七草

で、夏が終わり涼しげな秋風に揺れる七草を眺めれば、身も
心も癒される心持ちです。
さて、全国的に猛暑が続き、心配されたこの夏の電力供給

でしたが、国民一人ひとりによる節電が功を奏し、何とか乗
り切ったことに安堵しています。
いま、発電量を増やすため日本中で太陽光発電所の建設ラ

ッシュが始まっています。昨年、再生可能エネルギー買取法
が成立し、今年から全量固定価格買取制度が導入され、その
買取価格が大方の予想より高額だったため、電力会社以外の
異業種が相次いで発電事業に参入しました。その結果、バブ
ル崩壊後売れ残っていた工業団地や耕作放棄地などの土地が
一躍脚光を浴びるようになり、次々とメガソーラー発電所に
変貌しつつあります。
桶川市も環境基本計画に「地球温暖化対策の推進」を掲げ、

低炭素社会の構築を目指していますので、メガソーラー発電
所の誘致を実施することになりました。
しかしながら、将来にわたり利用計画のない広い市有地は

ありませんので、東部工業団地内の後谷調整池（設置可能面
積は約２９，０００�）に日本で初めてと思われるフロート方式に
よるメガソーラー発電施設はできないか、ということを検討
してまいりました。
そんな中、独立行政法人水資源機構が愛知用水でフロート

に太陽光パネルを載せ、水面に浮かした太陽光発電システム
の実証実験を行っていることがわかりましたので、桶川市の
考え方も実現可能であると判断いたしました。
ただし、この施設建設は桶川市が自ら行うものではなく、

あくまでも水面を設置業者に有料でお貸しするというもので、
この使用料のほかにも固定資産税収入も見込まれるものです。
今後、事業者の募集や選定は公募型プロポーザル方式によ

り実施し、１０月中に事業者を決定していきたいと考えていま
す。
そして、来年４月頃には、調整池に浮かぶ太陽光パネルで

日本初の営業用発電が眺められることを大いに楽しみにして
おります。

市では、平成２３年３月に策定しました「桶川市第五次総合振興計画」の土地利用構想図の中で市内４箇所
を「観光まちづくり拠点」として位置づけ、人・モノ・情報の交流する場の形成を目指しています。
平成２３年８月には、市と JAあだち野との間で川田谷地区の農業センターおよび生涯学習センターに隣接
する農村広場一帯を活用した「農産物直売所」の整備に関する協定を締結しました。
その後、市では、現地が圏央道および上尾道路など広域交通網の結節点であることから本市周辺市町にお

ける「道の駅」空白地域の解消を図るとともに、災害時には隣接する城山公園、近接するホンダエアポート
などを活用する防災拠点・防災機能を備えた「道の駅」の整備を目指すこととし、平成２４年８月２３日に岩�
市長より大宮国道事務所長に「道の駅」整備に関する要望書および基本構想を提出しました。
また、８月２４日には、大島総務副大臣が「道の駅」予定地を視察し、これからの「道の駅」は、災害時の

防災拠点としての機能を兼ね備えるべきであるとの考えが示されました。
今後は、「道の駅」整備のため、地域の方々、JAあだち野をはじめとする関係機関の協力を得ながら『道

の駅 おけがわ』の早期供用開始を目指します。 問合せ�企画課

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
と
は
、

年
金
を
支
給
す
る
年
金
保
険
者
（
厚
生
労

働
省
な
ど
）
が
、
市
・
県
民
税
を
年
金
か

ら
引
き
落
と
し
、
市
へ
直
接
納
入
す
る
制

度
で
す
。
該
当
と
な
る
人
は
、
平
成
２４
年

度
市
・
県
民
税
納
税
通
知
書
に
、
特
別
徴

収
を
行
う
公
的
年
金
の
種
類
と
特
別
徴
収

さ
れ
る
税
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
人
】

４
月
１
日
現
在
６５
歳
以
上
の
年
金
受
給

者
で
、
前
年
中
の
年
金
所
得
に
係
る
市
・

県
民
税
の
納
税
義
務
の
あ
る
人
。
た
だ
し
、

次
の
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

�
１
月
１
日
以
後
に
市
外
へ
転
出
し
た
人

�
老
齢
等
年
金
給
付
の
年
額
が
１８
万
円
未

満
の
人

�
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
引
き
落
と
し

さ
れ
て
い
な
い
人

�
引
き
落
と
さ
れ
る
市
・
県
民
税
額
が
老

齢
基
礎
年
金
等
の
額
を
超
え
る
人

【
対
象
と
な
る
年
金
】

国
民
年
金
法
、
厚
生
年
金
保
険
法
、
国

家
公
務
員
共
済
組
合
法
、
地
方
公
務
員
等

共
済
組
合
法
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法

に
基
づ
く
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由

と
す
る
年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
等
）

市
・
県
民
税
は
、
介
護
保
険
料
が
特
別

徴
収
さ
れ
て
い
る
年
金
と
同
一
の
年
金
か

ら
特
別
徴
収
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
か
ら
は
市
・
県
民
税
の

特
別
徴
収
を
行
い
ま
せ
ん
。

【
特
別
徴
収
さ
れ
る
税
額
】

年
金
所
得
か
ら
計
算
し
た
市
・
県
民
税

額
が
特
別
徴
収
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外
の

所
得
か
ら
計
算
し
た
税
額
は
、
給
与
か
ら

の
特
別
徴
収
、
ま
た
は
納
付
書
な
ど
に
よ

り
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
税
務
課

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

株
式
会
社

ノ
ジ
マ
様

タ
ワ
ー
型
扇
風
機

３
台

問
合
せ
�
契
約
管
財
課

市
で
は
、
市
民
な
ど
と
企
業
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
『
桶
川
市
み
ど
り
の
基

金
』
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。

桶
川
炭
の
会
様

桶
川
山
の
会
様

み
な
さ
ま
の
緑
化
に
対
す
る
善
意
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

問
合
せ
�
環
境
課

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

～～桶桶川川市市『『道道のの駅駅』』整整備備にに関関すするる
要要望望書書おおよよびび基基本本構構想想のの提提出出ににつついいてて～～

【道の駅】位置図
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こ
ど
も
医
療
費
支
給
制
度

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
支
給
制
度

重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
支
給
制
度

１０
月
１
日
は
浄
化
槽
の
日

〜
年
１
回
、
浄
化
槽
の

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
〜

１０
月
は
、
里
親
月
間
で
す
。

〜
里
親
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
〜

後
納
制
度（
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
期
限
の
延
長
）が
始
ま
り
ま
す

こ
の
制
度
は
、
こ
ど
も
の
健
康
と
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。市

で
は
、
次
世
代
を
担
う
こ
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
子
育
て
支
援

を
推
進
す
る
た
め
、
中
学
校
第
３
学
年
修

了
前
（
満
１５
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３
月
３１
日
）
ま
で
の
こ
ど
も
を
支
給
対

象
に
し
て
い
ま
す
。

【
医
療
費
の
助
成
を
受
け
ら
れ
る
人
】

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
国
民
健
康
保
険

ま
た
は
、
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
中

学
校
第
３
学
年
修
了
前
ま
で
の
こ
ど
も
。

【
助
成
さ
れ
る
額
】

医
療
保
険
制
度
に
よ
る
医
療
費
の
一
部

負
担
金
お
よ
び
他
の
法
令
に
よ
る
医
療
費

の
本
人
負
担
額
。

た
だ
し
、
高
額
療
養
費
お
よ
び
附
加
給

付
の
適
用
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
額
を
控

除
し
た
金
額
を
支
給
し
ま
す
。

【
助
成
を
受
け
る
方
法
】

あ
ら
か
じ
め
市
に
登
録
し
、「
受
給
資

格
証
」
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
、
定
め
ら

れ
た
方
法
で
そ
の
都
度
、
市
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

【
登
録
に
必
要
な
も
の
】

�
健
康
保
険
証（
こ
ど
も
が
扶
養
認
定
さ
れ

て
い
て
、名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

�
預
金
通
帳（
生
計
中
心
者
名
義
の
も
の
）

※
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
代
理
の
人
で
も

結
構
で
す
。

※
す
で
に
登
録
済
み
の
人
で
、
転
出
や
転

居
、
健
康
保
険
証
の
変
更
、
口
座
振
込
み

先
の
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

《
持
参
す
る
も
の
》

�
受
給
資
格
証

�
健
康
保
険
証
ま
た
は

預
金
通
帳
（
変
更
後
の
も
の
）

こ
の
制
度
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の

生
活
の
安
定
と
自
立
を
支
援
し
、
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
医
療
費
の
助
成
を
受
け
ら
れ
る
人
】

市
内
に
住
所
が
あ
り
、母
子
家
庭
、父
子

家
庭
、父
ま
た
は
母
の
一
方
が
規
則
で
定
め

る
程
度
の
障
害
が
あ
る
家
庭
な
ど
の
児
童

と
そ
の
親（
ま
た
は
養
育
者
）が
対
象
で
す
。

【
医
療
費
の
助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
人
】

�
所
得
制
限
を
超
え
て
い
る
人

�
生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
て
い
る
人

�
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人

�
児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
人

�
他
の
医
療
費
支
給
制
度
で
医
療
費
の
助

成
を
受
け
て
い
る
人

【
助
成
を
受
け
ら
れ
る
期
間
】

児
童
が
満
１８
歳
に
達
し
た
最
初
の
３
月

３１
日
ま
で
（
児
童
が
一
定
程
度
の
障
害
の

あ
る
場
合
は
、
児
童
が
満
２０
歳
未
満
）

【
助
成
さ
れ
る
額
】

医
療
保
険
制
度
に
よ
る
医
療
費
の
一
部

負
担
金
お
よ
び
他
の
法
令
に
よ
る
医
療
費

の
本
人
負
担
額
。

た
だ
し
、
高
額
療
養
費
お
よ
び
附
加
給

付
の
適
用
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
額
を
控

除
し
た
金
額
を
支
給
し
ま
す
。

【
助
成
を
受
け
る
方
法
】

あ
ら
か
じ
め
市
に
登
録
し
、「
受
給
者

証
」
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
、
定
め
ら
れ

た
方
法
で
そ
の
都
度
、
市
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

【
登
録
に
必
要
な
も
の
】

�
健
康
保
険
証

�
印
鑑
（
認
印
）
�
申

請
者
名
義
の
預
金
通
帳

�
戸
籍
謄
本

（
養
育
者
で
あ
る
と
き
は
、
児
童
の
父
母

の
戸
籍
ま
た
は
除
籍
謄
本
）

�
平
成
２４

年
１
月
２
日
以
降
現
住
所
に
転
入
さ
れ
た

方
は
、
前
の
住
所
地
の
市
町
村
（
区
）
長

の
所
得
証
明
書

※
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

児
童
扶
養
手
当
証
書
と
�
、
�
、
�
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
の
状
況
に
よ
り
、
こ
の
他
に
必
要

な
書
類
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
す
で
に
登
録
済
み
の
方
で
、
転
出
や
転

居
、
健
康
保
険
証
の
変
更
、
口
座
振
込
み

先
の
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

《
持
参
す
る
も
の
》

�
受
給
者
証

�
健
康
保
険
証
ま
た
は
預

金
通
帳
（
変
更
後
の
も
の
）

こ
の
制
度
は
、
重
度
の
心
身
障
害
の
あ

る
方
や
そ
の
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
、
重
度
心
身
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
医
療
費
の
助
成
を
受
け
ら
れ
る
人
】

市
内
に
住
所
を
有
し
、
国
民
健
康
保
険

ま
た
は
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

�
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
・
３
級
、
ま

た
は
療
育
手
帳
�
・
Ａ
・
Ｂ
の
手
帳
を
所

持
し
て
い
る
人

�
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

障
害
認
定
を
受
け
た
人

【
登
録
に
必
要
な
も
の
】

�
身
体
障
害
者
手
帳
、
ま
た
は
療
育
手
帳

�
健
康
保
険
証

�
本
人
名
義
の
預
金
通
帳

※
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
代
理
の
人
で
も

結
構
で
す
。

※
す
で
に
登
録
済
み
の
人
で
、
転
出
や
転

居
、
健
康
保
険
証
の
変
更
、
口
座
振
込
み

先
の
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
都
度
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
持
参
す
る
も
の
》

�
身
体
障
害
者
手
帳
、
ま
た
は
療
育
手
帳

�
受
給
者
証

�
健
康
保
険
証
ま
た
は
預
金
通
帳
（
変
更

後
の
も
の
）

医療費（こども、ひとり親家庭等、重度心身障害者）の支給
申請は、医療機関に診療した月の翌月に行います（振込みは、
申請した月の翌月の末になります）。※請求期限は、支払った
日から５年間となります。
なお、申請書の提出先については、こども支援課、障害福祉
課、分庁舎（都市計画課）、保健センター、駅前子育て支援セ
ンター、駅西口連絡所、東部連絡所、公民館、保育所（通園家
族のみ）になります。
また、９月３日からオープンした日出谷子育て支援センター
でも、申請書を預かりますのでご利用ください。

浄
化
槽
を
お
使
い
の
人
は「
保
守
点
検
」、

「
清
掃
」
と
は
別
に
年
１
回
の
「
定
期
水

質
検
査
」
の
受
検
が
法
律
に
よ
り
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
保
守
点
検
」
と
は
、
年
３
〜
４
回
、

機
器
の
点
検
・
調
整
や
消
毒
薬
の
補
充
を

行
う
こ
と
で
す
。「
清
掃
」
は
、
年
１
回
、

浄
化
槽
の
内
部
に
た
ま
っ
た
固
形
物
な
ど

を
引
き
抜
く
こ
と
で
す
。「
定
期
水
質
検

査
」
は
、
年
１
回
、
浄
化
槽
か
ら
の
放
流

水
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
浄
化
槽
が
十
分

浄
化
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
か
を
検
査
す

る
も
の
で
す
。

現
在
、
家
庭
か
ら
の
生
活
排
水
が
川
の

汚
濁
原
因
の
７
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
を
安
心
し
て
使
い
、
地
域
の
水
環

境
を
良
好
に
保
つ
た
め
に
、
浄
化
槽
を
使

用
さ
れ
て
い
る
人
は
、
必
ず
定
期
水
質
検

査
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

定
期
水
質
検
査
の
手
数
料
▼
１０
人
槽
以

下
（
家
庭
用
浄
化
槽
）
５,

０
０
０
円

※
１１
人
槽
以
上
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
�社
埼
玉
県
環
境
検
査
研
究
協

会
浄
化
槽
検
査
課
�
６４９
�
５
１
５
１

【
里
親
と
は
】

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
は
、
家
庭

の
温
か
い
愛
情
と
理
解
が
必
要
で
す
。
し

か
し
、親
の
病
気
や
離
婚
、虐
待
な
ど
様
々

な
事
情
に
よ
り
自
分
の
家
庭
で
生
活
で
き

な
い
子
ど
も
た
ち
が
、
乳
児
院
や
児
童
養

護
施
設
な
ど
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
里
親

と
は
、
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
を
家
庭
に

迎
え
入
れ
、
一
時
的
ま
た
は
継
続
的
に
養

育
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

【
里
親
に
な
る
に
は
】

一
定
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

登
録
の
前
に
研
修
を
受
講
し
て
も
ら
い
ま

す
。�

里
親
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/site
/satooya/satooya-seido.htm

l

問
合
せ
▼
県
中
央
児
童
相
談
所

�
７７５
�
４
１
５
２

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
忘
れ
た
ま
ま
２
年
を
超
え
る
と
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

本
年
１０
月
か
ら
３
年
間
に
限
り
、
過
去
１０

年
以
内
の
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
、
後
納
制
度
が
始
ま
り
ま

す
。過

去
１０
年
以
内
の
保
険
料
を
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や

し
た
り
、
年
金
の
受
給
権
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ご
自
身
の
年
金
記
録
に
つ
い
て
は
、「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」（http

://w
w
w
.nenkin.

go.jp

）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
後
納
制
度
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で

す
が
、
審
査
の
結
果
、
後
納
制
度
に
よ
る

納
付
を
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
�
大
宮
年
金
事
務
所
６５２
�
３

３
９
９
ま
た
は
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
０
５
７
０

�
０１１
�
０５０

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

所得制限額
（児童扶養手当の所得基準と同一）

養育者

２，３６０，０００円
未満

２，７４０，０００円
未満

３，１２０，０００円
未満

３，５００，０００円
未満

※４人以上は、１人につき３８万を加算した額

本人
（父または母）

１，９２０，０００円
未満

２，３００，０００円
未満

２，６８０，０００円
未満

３，０６０，０００円
未満

扶養数など

０人の場合

１人の場合

２人の場合

３人の場合

福福
祉祉
三三
医医
療療
費費
（（
ここ
どど
もも
、、ひひ
とと
りり
親親
家家
庭庭
等等
、、

重重
度度
心心
身身
障障
害害
者者
））
支支
給給
制制
度度
のの
おお
知知
らら
せせ

問
合
せ
�
こ
ど
も
支
援
課（
こ
ど
も
、ひ
と
り
親
家
庭
等
）、障
害
福
祉
課（
重
度
心
身
障
害
者
）

～福祉３医療費支給申請について～

２０１２．１０ 88２０１２．１０99



�検索彩の国教育の日

県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

多
様
な
働
き
方
実
践
企
業
認
定

〜
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
〜

労
働
保
険
の
お
知
ら
せ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会
の
お
知
ら
せ

１０
月
１８
日
〜
１２
月
３１
日
は
不
法

投
棄
等
防
止
強
化
期
間
で
す
！

「
県
道
滝
の
宮
線
」４
車
線
化
整
備

に
伴
う
工
事
の
お
知
ら
せ
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（ ）

資 金 の 使 途 限度額 利 率

子育て支援資金〔育児〕
妊娠から小学校入学までに発
生する育児費用

１００万円 １．９％

別途
保証料
０．７％

子育て支援資金〔教育〕
入学金、授業料等の教育資金
（義務教育終了後に限る）

２００万円

１１１１月月１１日日はは「「彩彩のの国国教教育育のの日日」」
県では、教育に関する理解を深めて
いただくため、１１月１日を「彩の国教
育の日」、１１月１日から７日までを「彩
の国教育週間」としています。
期間中は、県や市町村、学校、社会
教育施設、各種団体などで、学校公開
や親子向け体験教室などの事業を多数実施しています。
「彩の国教育の日」をきっかけに、子どもたちの健や
かな育成について、一緒に考えてみませんか。
詳しくは県ホームページをご覧ください。

問合せ�県教育局家庭地域連携課 �８３０－６９７６

上上上上上上上上上上上上上上上上上上尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾・・・・・・・・・・・・・・・・・・桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶川川川川川川川川川川川川川川川川川川・・・・・・・・・・・・・・・・・・伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊奈奈奈奈奈奈奈奈奈奈奈奈奈奈奈奈奈奈暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴力力力力力力力力力力力力力力力力力力排排排排排排排排排排排排排排排排排排除除除除除除除除除除除除除除除除除除地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全大大大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会会会
上尾地区暴力排除推進協議会と上尾地方防犯協会で

は、上尾・桶川・伊奈暴力排除地域安全大会を開催します。
同協議会と同協会は上尾市、桶川市、伊奈町、上尾警察

署の関係団体とともに、住民が暴力のない安全で安心し
て生活できる地域社会の実現を目指して活動しています。
内 容��式典

�渡部陽一さん（戦場カメラマン ジャーナリ
スト）の講演
「戦場からのメッセージをあなたに
～ファインダー越しに見た命の現場～」

と き�１０月１４日� 午後１時３０分～４時
ところ�上尾市文化センター大ホール
定 員�１，０５０人【先着順】 費 用�無料
申込み�当日、直接会場へ

渡部陽一（わたなべよういち）
１９７２年 静岡県生まれ
戦争の悲劇とそこで生活する民
の生きた声を体験し、世界の
人々に伝えるジャーナリストと
して活躍し、独特の語り口が話
題となり、数多くのテレビ番組
で出演している。

詳しくは�安心安全課

女
性
の
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
再
就
職

活
動
、
就
職
後
の
定
着
支
援
・
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
ま
で
を
総
合
的
に
支
援
し
て
い
ま

す
。
お
子
さ
ん
同
伴
で
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
託
児
利
用
可
能
な
日
も
あ
り
ま
す

の
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

�
相
談
（
面
談
・
電
話
）

「
何
か
始
め
た
い
」「
も
う
一
度
働
き

た
い
」
と
思
っ
た
ら
お
電
話
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談
専
用
▼
６０１
�
１
０
２
３

（
月
〜
土
曜
日
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

３０
分
※
１
回
２０
分
以
内
）

面
談
専
用
電
話
▼
６０１
�
５
８
１
０

（
月
〜
土
曜
日
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後

５
時
３０
分
）

�
職
業
紹
介

（
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）

す
ぐ
に
働
き
た
い
人
、
希
望
の
雇
用
形

態
や
職
種
が
決
ま
っ
て
い
る
人
は
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

予
約
電
話
▼
６０１
�
５
８
１
０
（
月
〜
土

曜
日
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時
３０
分
）

※
そ
の
他
各
種
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
て
い

ま
す
。

問
合
せ
�
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

�
６０１
�
５
８
１
０

県
で
は
、
仕
事
と
子
育
て
な
ど
が
両
立

で
き
る
職
場
環
境
を
進
め
る
た
め
、
短
時

間
勤
務
制
度
な
ど
多
様
な
働
き
方
を
実
践

す
る
企
業
・
事
業
所
な
ど
を
認
定
す
る
制

度
を
開
始
し
ま
し
た
。

認
定
基
準
は
女
性
が
多
様
な
働
き
方
を

選
べ
る
か
、
出
産
し
た
女
性
が
働
き
続
け

て
い
る
か
、
女
性
管
理
職
が
活
躍
し
て
い

る
か
な
ど
で
す
。

認
定
を
受
け
た
企
業
は
県
の
融
資
制
度

で
あ
る
産
業
創
造
資
金
の
利
用
が
で
き
る

ほ
か
、
大
学
や
求
職
者
な
ど
に
働
き
や
す

い
会
社
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。http

://w
w
w
.p
ref.saitam

a.

lg
.jp
/site/tay

ou
-top
/

問
合
せ
�
県
産
業
労
働
部
ウ
ー
マ
ノ
ミ

ク
ス
課
�
８３０
�
３
９
６
０

労
働
保
険
料（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

の
第
二
期
分
の
納
期
限
は
１０
月
３１
日
で
す
。

納
付
書
に
つ
い
て
は
、
納
期
限
の
１０
日

前
頃
に
事
業
所
へ
送
付
し
ま
す
の
で
、
最

寄
り
の
金
融
機
関
に
て
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
納
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
の
場
合

に
は
、
延
滞
金
を
徴
収
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

課

�
６００
�
６
２
０
３

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
説
明
会
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
※
申
込
み
は
不
要
で
す
。

入
会
で
き
る
人
▼
市
内
在
住
の
６０
歳
以

上
の
人
で
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

説
明
会
日
程
▼
�
１０
月
１９
日
�
�
１１
月

１６
日
�
�
１２
月
２０
日
�
�
平
成
２５
年
１
月

１８
日
�
	
２
月
１５
日
�


３
月
１５
日
�
※

各
午
前
９
時
か
ら

説
明
会
会
場
▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
北
１
�
１２
�
１０
）

詳
し
く
は
�
桶
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
�
７７７
�
１
９
２
０

県
で
は
、
不
法
投
棄
を
撲
滅
す
る
た
め
、

今
年
度
、
不
法
投
棄
等
防
止
強
化
期
間
を

設
定
し
、
民
間
、
市
町
村
な
ど
と
連
携
し

て
強
化
期
間
に
不
法
投
棄
等
防
止
の
取
組

を
集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

期
間
▼
１０
月
１８
日
�
〜
１２
月
３１
日
�

主
な
取
組
▼

�
１０
月
１８
日

不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

出
発
式

�
１０
月

不
法
投
棄
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

産
業
廃
棄
物
運
搬
車
両
周
辺
自
治
体
一
斉

路
上
調
査
、
県
下
一
斉
合
同
（
市
町
村
・

県
・
警
察
）
不
法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
、

家
屋
解
体
現
場
へ
の
立
入
指
導

�
１１
月

産
業
廃
棄
物
運
搬
車
両
県
内
路

上
調
査
、
産
業
廃
棄
物
ス
カ
イ
パ
ト
ロ
ー

ル
、
家
屋
解
体
現
場
へ
の
立
入
指
導

�
１２
月

家
屋
解
体
現
場
へ
の
立
入
指
導
、

年
末
特
別
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル

【
産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
１１０
番
に

情
報
提
供
く
だ
さ
い
！
】

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
、
す
ぐ
に
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

２４
時
間
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０

�
５３０
�
３８４
（
ご
み
を
み
は
る
よ
）

問
合
せ
�
県
環
境
部
産
業
廃
棄
物
指
導

課
監
視
・
指
導
担
当
�
８３０
�
３
１
３
６
、

ま
た
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�
７２８
�
１
９

０
２

県
道
滝
の
宮
線
の
混
雑
緩
和
と
交
通
安

全
の
確
保
を
図
る
た
め
に
、
下
日
出
谷
東

特
定
土
地
区
画
整
理
区
域
内
に
お
い
て
４

車
線
化
工
事
が
、
上
下
車
線
の
約
５
７
０

�
に
わ
た
っ
て
開
始
さ
れ
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

工
事
に
伴
う
車
線
切
り
替
え
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
切
り
替
え
の
際
は
交
通
指
導

員
の
指
示
に
従
っ
て
通
行
く
だ
さ
い
。

工
事
中
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
予
定
期
間
▼
１０
月
か
ら
平
成
２５
年

８
月
ま
で

問
合
せ
�
下
日
出
谷
東
特
定
土
地
区
画

整
理
組
合
�
７８７
�
５
７
３
５

問
合
せ
�
健
康
増
進
課

埼玉県の勤労者向け
融資制度のご案内

県では、勤労者向けの融資制度として「埼玉県勤
労者支援資金」を設け、ひろく県内の勤労者の皆さ
んにご利用いただいております。
様々な使途の資金に対する融資がありますので、

ぜひご利用ください。

※申込みに当たっての要件（県内居住、年齢要件な
ど）と申込み後、中央労働金庫の審査があります。
審査の結果、ご希望に沿いかねる場合もあります。

※別途応急資金、失業資金も設けています。
※申込みは中央労働金庫上尾支店にて受け付けます。
問合せ�
県勤労者福祉課 �８３０－４５１８または、
中央労働金庫上尾支店 �７７３－２３５１

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

対前年
同月比

－６件

－１人

－５人

慣れた道 思わぬ危険が かくれんぼ

平成２３年
７月末

２１４件

１人

２５９人

平成２４年
７月末

２０８件

０人

２５４人

件 数

死 者 数

負傷者数

☆ 交通事故統計 ☆
―桶川市内の人身事故―

（毎年１月からの累計）

１１月の献血
種 類 全血献血（２００ml・４００ml）

と き １１月３日（土・祝）

ところ 桶川小学校校庭
（市民まつり会場）

時 間 午前９時３０分～１１時４５分
午後１時～３時

対 象
１６歳～６９歳の健康な方
※４００ml は男性１７歳以上、
女性１８歳以上

※６５歳以上の方は、６０歳～６４歳に献血し
たことのある方に限ります。

本人確認に
ご協力を！

運転免許証
パスポート
健康保険証

などで本人
確認をさせ
ていただい
ています。

平成24年度

２０１２．１０ 1100２０１２．１０1111



イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」開
始
し
ま
す

多
重
債
務
相
談
会

成
年
後
見
人
制
度
の
無
料
相
談
会

行
政
書
士
に
よ
る

街
頭
無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

法
の
日
記
念
無
料
法
律
相
談
会

日
本
年
金
機
構
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
て
、
年
金
加
入
者
や
受
給
者
が

い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
加
入
記
録
な
ど

を
確
認
で
き
る
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
の

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
て
い
ま
す
。

対
象
者
▼
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど

の
加
入
者
お
よ
び
受
給
者

※
た
だ
し
、
旧
法
（
老
齢
年
金
・
通
算
老

齢
年
金
）
受
給
者
お
よ
び
共
済
年
金
の
人

は
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
�
大
宮
年
金
事
務
所
�
６５２
�

３
３
９
９
ま
た
は
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
０
５
７

０
�
０５８
�
５５５

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
な
い
人

は
、
市
役
所
窓
口
で
こ
の
「
ね
ん
き
ん
ネ

ッ
ト
」
に
よ
る
年
金
加
入
記
録
の
交
付
を

行
い
ま
す
。

受
付
時
間
▼
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
４

時
３０
分
※
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
年
末
年

始
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

場
所
▼
保
険
年
金
課

必
要
書
類
▼
�
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か

る
も
の
（
年
金
手
帳
な
ど
）
�
本
人
が
確

認
で
き
る
物
※
�
は
運
転
免
許
証
な
ど
の

顔
写
真
付
証
明
書
、
写
真
付
き
で
な
い
場

合
は
２
点
（
健
康
保
険
証
と
年
金
手
帳
な

ど
）
が
必
要
で
す
。
※
代
理
人
の
場
合
は

そ
の
他
に
申
込
者
本
人
の
署
名
捺
印
入
り

の
委
任
状
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
�
保
険
年
金
課

消
費
者
金
融
な
ど
か
ら
の
借
り
入
れ
に

よ
る
多
重
債
務
で
お
困
り
の
人
に
、
弁
護

士
、
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
の
面
接
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
▼
１０
月
２１
日
�
午
前
１０
時
〜
午
後

４
時と

こ
ろ
▼
市
役
所
第
２
・
３
会
議
室

予
約
受
付
▼
１０
月
１
日
�
〜
１２
日
�
午

前
１０
時
〜
午
後
４
時
（
土
・
日
・
祝
日
は

除
く
）
に
埼
玉
弁
護
士
会
�
８６２
�
８
０
０

３
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼
１０
月
１５
日
�
〜
１１
月
２
日
�

の
間
、
県
内
２１
か
所
で
相
談
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
秘
書
広
報
課

も
し
も
将
来
、
認
知
症
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
！
家
や
お
金
な
ど
生

活
の
こ
と
を
見
て
く
れ
る
人
は
い
る
か
し

ら
？
な
ど
、
小
さ
な
悩
み
で
も
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

《
相
談
例
》

�
子
ど
も
が
い
な
く
て
老
後
が
心
配

�
お
世
話
に
な
っ
た
人
に
財
産
を
残
し
た

い
（
相
続
・
遺
言
）

�
障
害
を
持
つ
子
ど
も
の
将
来
を
誰
か
に

託
し
た
い

�
高
い
も
の
を
買
わ
さ
れ
て
、
解
約
出
来

な
い
か
？

と
き
▼
１０
月
２８
日
�
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

後
援
▼
桶
川
市
・
上
尾
市
・
伊
奈
町
各

社
会
福
祉
協
議
会

主
催
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼
玉
老
後
安
心
セ

ン
タ
ー
�
７８２
�
６
５
１
４

相
続
・
遺
言
・
内
容
証
明
・
契
約
書
・

交
通
事
故
・
成
年
後
見
な
ど
に
つ
い
て
、

街
の
身
近
な
法
律
家
（
行
政
書
士
）
が
無

料
で
相
談
を
行
い
ま
す
。

と
き
▼
１０
月
１３
日
	
午
前
１０
時
〜
午
後

４
時と

こ
ろ
▼
上
尾
駅
自
由
通
路

申
込
み
▼
予
約
不
要

詳
し
く
は
�
埼
玉
県
行
政
書
士
会
上
尾

支
部
�
７７６
�
３
３
６
７

埼
玉
弁
護
士
会
で
は
、
法
の
日
を
記
念

し
、
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼
１０
月
６
日
	
午
後
１
時
〜
４
時

（
受
付
は
午
後
３
時
３０
分
ま
で
）

と
こ
ろ
▼
埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
４
�

２
�
１
浦
和
パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
１
階
）

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
予
約
不
要

問
合
せ
�
埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
�
７１０
�
５
６
６
６

糖
尿
病
と
は
血
液
中
の
糖
分
を
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
変
え
る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
物
質
の
働

き
が
低
下
し
、
血
液
中
に
糖
分
が
溢
れ
て
し

ま
う
病
で
す
。
高
血
糖
の
状
態
が
続
く
と
血

管
が
傷
つ
け
ら
れ
、
失
明
や
慢
性
腎
不
全
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。

現
在
、
日
本
で
は
、
糖
尿
病
が
強
く
疑
わ

れ
る
人
や
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
人
を
合

わ
せ
２,

２
１
０
万
人
い
る
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
糖
尿
病
の
主
な
原
因
は
、
高
カ
ロ

リ
ー
の
食
事
や
運
動
不
足
に
よ
る
肥
満
な
ど

で
す
。

近
年
、
歯
周
病
は
糖
尿
病
を
悪
化
さ
せ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
糖
尿
病
が
悪
化
す

る
と
歯
周
病
も
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
す
。

歯
周
病
菌
が
歯
と
歯
ぐ
き
の
間
の
溝
（
歯
周

ポ
ケ
ッ
ト
）
か
ら
入
り
込
み
、
増
加
す
る
と
、

血
液
中
の
免
疫
細
胞
が
歯
周
病
菌
の
出
す
毒

素
に
触
れ
、
Ｔ
Ｎ
Ｆ
―
α
と
呼
ば
れ
る
物
質

を
出
し
ま
す
。
こ
の
Ｔ
Ｎ
Ｆ
―
α
は
イ
ン
ス

リ
ン
の
働
き
を
妨
げ
ま
す
。
つ
ま
り
歯
周
病

で
Ｔ
Ｎ
Ｆ
―
α
が
増
加
す
る
と
、
イ
ン
ス
リ

ン
の
働
き
が
低
下
し
糖
尿
病
が
一
気
に
進
行

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
血

糖
値
が
高
い
と
歯
ぐ
き
の
毛
細
血
管
の
血
流

が
悪
化
、
免
疫
機
能
が
低
下
し
、
歯
周
病
菌

が
退
治
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

う
し
て
歯
周
病
が
悪
化
す
る
に
つ
れ
て
、
さ

ら
に
Ｔ
Ｎ
Ｆ
―
α
が
多
く
放
出
さ
れ
糖
尿
病

も
ま
す
ま
す
悪
化
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
悪

循
環
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
糖
尿

病
治
療
を
し
て
い
る
人
で
歯
周
病
が
悪
化
す

る
と
血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
悪
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
逆
に
、
歯
周
病
が
改
善
し

て
く
る
と
、
血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
改
善

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
糖
尿
病
の
早
期
段

階
で
は
自
覚
症
状
が
乏
し
く
、
自
分
で
は
糖

尿
病
だ
と
気
が
つ
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

糖
尿
病
に
罹
患
し
て
い
る
と
、
口
腔
内
の
乾

燥
や
喉
の
渇
き
、
独
特
な
口
臭
と
い
っ
た
口

に
関
連
し
た
症
状
も
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
心
が

け
て
い
ま
す
か
？
自
分
の
血
糖
値
を
き
ち
ん

と
把
握
し
て
い
ま
す
か
？
そ
し
て
な
に
よ
り

歯
周
病
を
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
定
期
的

な
歯
科
健
診
を
受
け
、

自
分
の
お
口
の
健
康
を

維
持
す
る
こ
と
が
糖
尿

病
予
防
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

（
北
足
立
歯
科
医
師
会
）

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

１０月 の無料相談 ●桶川市役所／�７８６－３２１１�７８６－９８６６
●教育委員会／�７２８－４１１１�７２８－７３５３ ●社会福祉協議会／�７２８－２２２１�７２８－２３１３

相 談 相談員 相 談 内 容 と き と こ ろ 問 合 せ

法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

５日�・９日�・１７日�・２５日�・２９
日�・１１月２日�・６日�・１４日�・
２２日�・２６日� １４：００～１７：００

市役所相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

１１日� ＊次回は１１月８日�
１３：００～１６：００ 市役所相談室

事業とくらしの相談 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

１日� ＊次回は１１月１日�
１３：００～１６：００ 市役所相談室

不動産相談（予約制） 宅 地 建 物
取引主任者

不動産の売買、賃貸借契約等についての相
談 ２４日� １３：００～１６：００ 市役所相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談 ２０日	 ９：００～１２：００ 市役所第３会議室

電話でも可 �７８６－３２１１

行 政 相 談 行政相談
委 員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

５日� ＊次回は１１月２日�
１０：００～１２：００ 市役所相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 市役所相談室

直通�７８６－３４５０

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 市役所相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談

１日� １０：００～１６：００ アソシエ（さくらフレンド内）
人権・男女共同
参画課

１５日� １６：００～２０：００ 市役所相談室

人 権 相 談 人権擁護
委 員

悩みごと・相続・離婚問題・子どものいじ
めなどの日常生活でお困りのことの相談 ９日� ９：００～１２：００ 地域福祉活動センター３階

内 職 相 談 市 役 所
職 員 内職に関する相談・案内 毎週水曜日・金曜日（祝日を除く）

１０：００～１５：００
勤労福祉会館
直通�７７３－１１２１（水・金曜日） 産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月・火・木・金（祝日を除く）
１０：００～１５：３０
（１２：００～１３：００を除く）

市役所南庁舎２階
電話でも可 �７８６－３２１１ 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 専 門
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚園・
学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火曜日・木曜日（祝日を除く）
１０：００～１６：００

駅前子育て支援センター
電話でも可 直通�７７７－７７０８ こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調

整して決定
児童発達支援センター分室
�７８７－５５６２

児童発達支援セ
ンター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９：００～１７：００

桶川市教育相談所
直通�７８６－３２３７

教育委員会学校
支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
１３：００～１５：００

地域福祉活動センター
直通�７２８－２３６９

社会福祉協議会
結 婚 相 談 民生委員 結婚を望む方の相談 毎週土曜日（祝日を除く）

１３：００～１５：００ 地域福祉活動センター

糖
尿
病
と
歯
周
病

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

第３次求人企業合同面接会
と き
１０月５日� 午後１時～４時

（入退場自由）
と こ ろ
大宮ソニックシティ４F 市民ホール
対 象
平成２５年３月大学・短大・専門学校

を卒業見込みの人、（１～３年以内
程度の既卒者も参加可）

参加企業
来場者に「参加企業一覧」を配布。
※９月下旬当協議会ホームページに
掲載予定

そ の 他
履歴書複数持参
問合せ�埼玉県雇用対策協議会 �６４７－４１８５
http : //www.kotaikyou-saitama.ne.jp/
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